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力 .何 倍 になるかを求める問題
それらの問題を集計してみると等分除の
間組が全体の56%,包含除の問題が26%,
何倍になるかを求める問題が18%であっ
た｡
また個別にみると,例えば,実生活の中
から等分除の場面をいくつも考えて問題を
つくっている子どももいれば,上記の7-
力の檀板の間題の中から,わリ算の意味が
異なる2檀類以上の問題を考えている子ど
ももいた｡
5.オープンアプローチの問題を取り入れた
算政の授業の評価
くり子どもの多面的な見方や考え方を評価す
るために.以下のような評価規準を設定
した｡
授業後の子どもの考えを量的な面につ
いては ｢流特性｣,賓的な面については
｢柔軟性｣｢独創性｣として,それぞれ
評価規準を設けて分け.それらをもとに
子どもの多面的な見方や考え方を評価す
る｡
★流暢性 :わリ算の式になる正しい間
組を総数として何通り考え
出すことができたか
･評価規準
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問題数が 4個以上 十分満足
問題数が 2個-3個 おおむね
満足
問題数が 0個-1個 今一歩
★柔軟性 :わLJ算の式になる間相を,
｢等分除｣｢包含除｣｢何
倍になるか｣のうち,そ
れぞれ異なるわリ拝の意
味を何通り考え出すこと
ができたか
･評価規準
等分除 ･包含除 ･何倍になるかの
3種類の問題から
3種類全部 十分満足
2種類 おおむね満足
l種類以下 今-歩
★独創性 :3年生の現段階で未習のわ
リ算の式になる問題を,発
展的に考え出すことができ
たか
･評価規準
末習のわリ算の式に
なる問題を考えてい
れば 十分満足
(2)評価規準にもとづく評価
★流暢性 :わリ算の式になる正しい開
頭を総数として何通り考え
出すことができたか
･十分満足 20人
･おおむね満足 10人
･今一歩 2人 であった｡
★柔軟性 :わリ算の式になる問題を,
｢等分除｣｢包含除｣｢何倍に
なるか｣のうち,それぞれ
異なるわリ算の意味を何通
り考え出すことができたか
･十分満足 9人
･おおむね満足 12人
･今一歩 11人 であった｡
★独創性 :3年生の硯段階で未習のわリ
算の式になる間増を,発展的
に考え出すことができたか
･十分満足 6人 であった｡
この結果から,流暢性 ･柔軟性 ･独創
性という3つの面から,それぞれクラス
の子ども一人ひとりの見方や考え方につ
いて評価し,その子なりの見方や考え方
のよさを評価することが,大切であると
考えている｡
6.今後の見通し
算数料でオープンアプロ-チの指溝を行
うことで次のような成果があると考える｡
子ども一人ひとりが,ごく自然に多様に
考えようと,柔軟な思考や独創的な思考を
発拝しようとし,その子なりの多面的にも
のを見る力を養うことができたのではない
かと考える｡
また,一斉指導のような決まりきった反
応や答えにとらわれることなく,子ども一
人ひとりが.その子なりの取り組みができ
ることで,考えがなかなか進まない子ども
にも,早くから考えが思いつく子どもにも,
自分なりの考えがもて,1つできるごとに
もっとやってみたいという算数を学ぶ楽し
さを,子ども一人ひとりが感じることにな
り,そして授業が終わった時に.子ども一
人ひとりが r解けた,分かった.できた｣
という充実感を味わうことができたのでは
ないかと考える｡
今後,このオープンアプローチによる指
斗を用いた授業は,算数の時間の中で行う
だけでなく,｢総合的な学習｣における課
題としても,取り扱えるのではないかと,
弘は考える｡すなわち,斬小学校学習指斗
要領 第1章｢総則｣の 第3｢総合的な学習
の時間の取り扱い｣の3にあげてある[子ど
もの興味関心にもとづ<課題]にあたると
考える｡
最後に.算数嫌いが増えつつある中,千
とも一人ひとりが少しでも算数の楽しさを
感じ.生き生きと活躍できる機会や時間に
オープンアプローチによる指導を用いた授
業が少しでもなればと考えている｡
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